
毎
月

28
日
、
昼
２
時
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
！

ぶ
っ
ぷ
カ
フ
ェ
。 

 
毎
月
28
日
、昼
２
時
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
！
ぶ
っ
ぷ
カ
フ
ェ 

 

         

日
時 

一
月 

一
日
（
祝
）
昼
一
時 

講
師 

本
願
寺
中
央
講
師 

足

利

孝

之

師 

                       

  

 

 

み
光
に
照
ら
さ
れ
て
、
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

新
年
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

元
が
ん

旦
た
ん

会
え

 
 

■
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
。
阿
弥
陀
様
の
御
前
で
、
新
年
を
迎
え

る
私
の
心
を
見
つ
め
た
い
も
の
で
す
。
お
屠
蘇
進
上
。
今
年
も
福
引
を

行
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。 

■
足
利
先
生
、
兵
庫
県
尼
崎
市
、
安
養
寺
住
職
。
教
誨
師
と
し
て
多
く

の
死
刑
囚
を
看
取
ら
れ
た
ご
経
験
か
ら
阿
弥
陀
様
の
お
慈
悲
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
熱
く
お
話
下
さ
い
ま
す
。 

■
朝
十
時
よ
り
、
修
正
会
（
し
ゅ
し
ょ
う
え
）。
上
野
門
徒
の
皆
さ
ま
、

各
世
帯
代
表
者
一
名
ず
つ
の
ご
参
拝
を
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

キ リ ト リ 

西
本
願
寺
御
正
忌
報
恩
講 

 

親
鸞
聖
人
、
７
５
８
回
忌
に
あ
た
る
御
正
忌
報
恩
講

が
９
日
逮
夜
（
た
い
や
）
か
ら

16
日
の
満
日
中
（
ま
ん

に
っ
ち
ゅ
う
）
ま
で
７
昼
夜
、
28
座
に
わ
た
り
本
山
・

御
影
堂
で
営
ま
れ
ま
す
。 

親
鸞
聖
人
の
ご
祥
月
（
し
ょ
う
つ
き
）
命
日
を
縁
に

営
ま
れ
る
本
願
寺
最
大
の
年
中
行
事
で
す
。
期
間
中
、

全
国
か
ら
僧
侶
・
門
信
徒
が
多
数
参
拝
し
、
聖
人
の
ご

遺
徳
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、
浄
土
真
宗
の
信
者
と
し
て
自

覚
を
新
た
に
し
ま
す
。 

住
職
は
１
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
の
逮
夜
法

要
に
参
拝
す
る
予
定
で
す
。
ご
参
拝
に
あ
た
り
費
用
は

特
に
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
御
佛
飯
料
の
進
納
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
朝
６
時
か
ら
お
晨
朝
、
10
時
か
ら
日
中
法

要
、
昼
２
時
か
ら
逮
夜
法
要
、
い
ず
れ
に
直
接
お
越
し

に
な
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
前
々
日
（
９
日
）
ま
で
に
ご

一
報
く
だ
さ
れ
ば
、
記
念
品
が
い
た
だ
け
ま
す
。 

※ 

万
一
の
場
合
は
、
住
職
携
帯
ま
で 

（
０
９
０
‐
１
０
７
１
‐
４
８
８
１
） 

新
年
の
ご
案
内 

 

●
イ
オ
ン
モ
ー
ル
茨
木 

矯
正
展  

  

犯
罪
や
非
行
に
及
ん
だ
人
た
ち
は
、
刑
務
所
や
少
年
院
な
ど
の
矯
正
施
設
に
お
い
て
、 

社
会
復
帰
に
向
け
て
日
々
更
生
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
姿
を
広
く
社
会
に
紹
介
し
、 

矯
正
行
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る 

い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

茨
木
地
区
更
生
保
護
女
性
会
に
よ
る
お
茶
と
和
菓
子
の
お
も
て
な
し
（
一
席
３
０
０ 

円
、
一
日
２
０
０
人
限
定
）
や
、
お
子
様
が
楽
し
め
る
塗
り
絵
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。 

●
日 

 

時
…
２
０
２
０
年
２
月
１
日
（
土
）
～
２
日
（
日
）
朝
10
時
～
19
時 

●
場 
 

所
…
イ
オ
ン
モ
ー
ル
茨
木
１
Ｆ
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
（
茨
木
市
松
ヶ
本
町
８
‐
30
） 

●
問
合
せ
先
…
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
茨
木
市
推
進
委
員
会 

（
事
務
局
）
茨
木
市
健
康
福
祉
部
地
域
福
祉
課
（
☎
０
７
２-

６
２
０-

１
６
３
４
） 

西福寺ホームページはこちら▶ 
http://runbini.com/saifukuji/ 



年
忌
表
に
つ
い
て 

  

前
号
に
記
載
し
て
お
り
ま
し
た
今
年
（
２
０
２

０
年
）
の
年
忌
表
の
一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
下
記
の
通
り
で
す
。 

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

   

「
仏
教
の
思
想
と
文
化 

―
イ
ン
ド
か
ら
日
本
へ
―
」 

 

特
集 

展
示 

 

仏
像
な
ど
の
彫
刻
を
つ
く
る
際
、
仏
師
た
ち
は
「
雛
型
」
と
呼
ば
れ
る
模
型
を
使
用
し
ま
し
た
。
大
き
な
仏
像
を
ど
の
よ

う
に
し
て
効
率
的
に
彫
る
か
を
考
え
る
た
め
、
ま
た
は
注
文
主
で
あ
る
施
主
や
発
願
者
に
み
せ
る
完
成
予
想
図
と
し
て
の
役

割
な
ど
を
果
た
し
た
の
で
し
ょ
う
。 

江
戸
時
代
に
は
全
国
各
地
で
膨
大
な
数
の
仏
像
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
江
戸
時
代
の
造
仏
界
を
リ
ー
ド
し
た
の

が
、
七
条
仏
師
を
は
じ
め
と
す
る
京
都
仏
師
で
す
。
今
回
の
特
集
展
示
で
は
、『
大
仏
師
系
図
』
に
も
そ
の
名
が
記
さ
れ
、
江

戸
時
代
か
ら
平
成
ま
で
15
代
に
わ
た
っ
て
系
譜
を
連
ね
た
京
都
仏
師
・
畑
治
良
右
衛
門
が
伝
え
て
き
た
雛
型
の
数
々
を
展

観
し
ま
す
。
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
小
さ
な
雛
型
を
通
し
て
、
江
戸
時
代
の
仏
師
の
幅
広
い
活
躍
を
、
手
に
取
る
よ
う
に
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

西福寺は創建 400 年。 
元和６年(1620)▶令和２年(2020) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

      

第
二
百
八
十
二
回 

  

日
時 

二
月 

九
日
（
日
）
昼
二
時
～
四
時 

講
師 

真
宗
大
谷
派
玄
照
寺
住
職 

瓜

生

 

崇

 

師 

                    

                                          
 

 

二
月
の
ご
案
内 

遠
い
北
の
国
か
ら
飛
ん
で
き
た
鳥
た
ち
が
羽
を
休
め
て
い
ま
す
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

令
和
二
年
二
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
瓜
生
（
う
り
ゅ
う
）
先
生
。
真
宗
大
谷
派
玄
照
寺
（
滋
賀
県
東
近
江

市
）
住
職
。
１
９
７
４
年
東
京
生
ま
れ
。
大
学
在
学
中
に
浄
土
真
宗
親

鸞
会
に
入
会
。
１
９
９
８
年
よ
り
同
会
の
専
従
の
講
師
と
し
て
布
教
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
対
策
に
か
か
わ
り
、
２
０
０
５
年
に
脱
会
。
そ
の
後

は
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
く
傍
ら
、
自
身
の
体
験
を
元
に
講
演
活
動
や

大
学
で
の
カ
ル
ト
対
策
、
脱
会
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
カ
ル
ト
問

題
に
関
わ
っ
て
き
た
。 

人

生

講

座 

毎
月

28
日
、
昼
２
時
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
！

ぶ
っ
ぷ
カ
フ
ェ
。 

 

キ リ ト リ 

2020 

1/ 9 2/ 9
2/22 3/22

龍 谷 大 学  

龍谷ミュージアム 



彼
岸
会
寄
席  

   

西
福
寺
仏
教
婦
人
会
３
月
の 

例
会
は
、
彼
岸
会
（
ひ
が
ん
え
）
寄
席
で
す
。
今
年

も
文
福
一
座
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
。 

吃
音
（
き
つ
お
ん
）
と
い
う
障
害
を
「
お
前
の
個

性
や
」
と
先
代
文
枝
師
匠
に
励
ま
さ
れ
た
恩
を
忘
れ

ず
、
若
手
落
語
家
や
大
相
撲
の
力
士
た
ち
に
温
か
い

眼
差
し
を
も
っ
て
関
わ
り
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。 

そ
の
様
子
が
「
Ｅ
テ
レ
」
で
全
国
放
送
さ
れ
、
大

き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。 

当
会
員
の
方
に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
お
参
り
い

た
だ
け
ま
す
。
「
佛
説
阿
弥
陀
経
」
の
お
勤
め
後
、

お
楽
し
み
下
さ
い
。 

 

日
時…

３
月
18
日
（
水
）
午
後
２
時
～
３
時
半 

場
所…

西
福
寺
本
堂 

費
用…

千
円
（
運
営
協
力
金
と
し
て
） 

 

ご家族の皆さまもご一緒にどうぞ。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

       

第
二
百
八
十
三
回 

  

日
時 

三
月 

八
日
（
日
）
昼
二
時
～
四
時 

講
師 

本
願
寺
派
布
教
使 

岡

 

玲

 

師 

 

                  

                                          

三
月
の
ご
案
内 

人
の
喧
騒
に
少
し
も
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
春
が
来
れ
ば
、
桜
は

花
を
咲
か
せ
ま
す
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

令
和
二
年
三
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
岡
（
お
か
）
先
生
、
六
十
歳
。
茨
木
市
、
善
照
寺
住
職
。
本
願
寺
派

布
教
使
。
西
本
願
寺
の
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
（
現
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
総
合
研
究
所
）
に
奉
職
。
大
阪
教
区
茨
木
西
組
組
長
（
そ
ち
ょ
う
）
、

龍
谷
大
学
親
和
会
会
長
、
茨
木
地
区
保
護
司
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
り

ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

人

生

講

座 

 
  

昨
年
１
年
間
（
令
和
元
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）
に
お
生
ま
れ 

に
な
っ
た
お
子
様
を
対
象
に
初
参
式
を
行
い
ま
す
。 

こ
の
世
界
に
生
を
賜
っ
た
喜
び
を
感
じ
、
ほ
と
け
の
子
と
し
て
健
や 

か
な
成
長
を
願
う
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
ご
参
詣
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

と 

き
…
４
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り 

と
こ
ろ
…
西
福
寺
本
堂
ほ
か 

受
式
冥
加
金
…
５
０
０
０
円 

申
込
み
締
切
…
３
月
末
日
。 

お
問
合
わ
せ
…
西
福
寺
（
℡
０
７
２-

６
２
２-

３
７
２
５
） 

 

西福寺は創建 400 年。 
元和６年(1620)▶令和２年(2020) 

◆
安
楽
浄
土
に
い
た
る
ひ
と 

 
 

 

五
濁
悪
世
に
か
へ
り
て
は 

 
 

 

釈
迦
牟
尼
仏
の
ご
と
く
に
て 

 
 

 

利
益
衆
生
は
き
は
も
な
し 

 
 

 
 

 

『
浄
土
和
讃
』
（
註
釈
版
５
６
０
頁
）  

仏
伝
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
コ
ー
サ
ラ
国
に
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
と

い
う
稀
代
の
悪
党
が
い
た
と
言
う
。
殺
し
た
人
間
の
指
を
集
め
て

首
飾
り
を
作
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
「
指
鬘
外
道
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
国
王
す
ら
恐
れ
る
彼
を
、
釈
尊
た
だ
一
人
回
心
さ
せ

弟
子
に
し
た
そ
う
で
す
。 

非
道
の
輩
も
、
仏
教
を
信
ず
れ
ば
救
わ
れ
る
と
い
う
単
純
な
話

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
の
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
カ
ー
ス
ト
制
度

に
よ
っ
て
不
可
触
民
と
さ
れ
た
人
々
は
、
犬
畜
生
以
下
と
見
な
さ

れ
、
飲
み
水
す
ら
与
え
ら
れ
ず
飢
え
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

彼
ら
は
、
ブ
ラ
ー
ミ
ン
階
層
を
頂
点
と
す
る
上
位
カ
ー
ス
ト
に
生

殺
与
奪
の
権
利
を
握
ら
れ
、
反
抗
し
よ
う
も
の
な
ら
村
か
ら
の
放

逐
、
一
家
も
ろ
と
も
の
焼
き
討
ち
、
な
ぶ
り
殺
し
の
極
刑
が
待
っ

て
い
た
の
で
す
。
三
億
八
千
万
も
あ
る
と
い
う
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の

神
々
は
、
人
間
を
人
間
と
し
て
認
め
ず
、
人
々
を
三
千
年
来
幸
せ

に
す
る
こ
と
を
怠
っ
て
き
ま
し
た
。
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
も
ま
た
、

こ
の
非
人
間
的
で
無
慈
悲
な
世
界
か
ら
逃
れ
よ
う
と
、
も
が
き
苦

し
み
、
飢
え
、
渇
き
、
号
泣
す
る
中
で
、
や
む
に
や
ま
れ
ず
罪
を

重
ね
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

釈
尊
は
、
世
界
の
虐
げ
ら
れ
た
す
べ
て
の
人
々
に
向
か
っ
て
、

真
の
平
等
と
自
由
と
慈
愛
に
満
ち
た
平
和
な
社
会
の
建
設
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
十
二
世
紀
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
滅
亡
ま
で
、
ヒ

ン
ド
ゥ
の
神
々
で
は
成
し
得
な
か
っ
た
人
間
解
放
を
実
現
さ
せ
た

の
で
す
。 

▼
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
し
た
人
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
濁
り
と
悪

に
満
ち
た
世
に
還
り
来
て
、
釈
尊
と
同
じ
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
す

べ
て
の
も
の
を
救
う
の
で
あ
る
。 

  

浄
土
和
讃
に
聞
く 

⑱ 

早い！きれい！エコ！ 寺報メール便のお申し込みはこちらまで saifukuji@runbini.com 

毎
月

28
日
、
昼
２
時
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
！

ぶ
っ
ぷ
カ
フ
ェ
。 

 

し
ょ
さ
ん
し
き 



■
高
谷
（
た
か
や
）
先
生
、
四
十
四
歳
。
高
槻
市
、
善
照
寺
法
嗣
。
３

・
11
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
被
ば
く
か
ら
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
避

難
、
保
養
さ
せ
た
い
と
い
う
被
災
地
の
親
た
ち
の
思
い
に
応
え
る
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
仏
教
発
祥
の
地
で
あ
る
イ
ン
ド
に
も
度
々

訪
ね
て
お
ら
れ
る
な
ど
、
行
動
力
あ
ふ
れ
る
先
生
で
す
。 

■
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
こ
ぞ
っ
て
お
参
り
下
さ
い
。 

 

４
月
11
日
は
、「
花
ま
つ
り
」
で
す
。 

 

『
花
御
堂
』
を
飾
り
、
甘
茶
を
か
け
て
お
釈
迦
さ

ま
の
ご
誕
生
を
祝
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
お
友
達

を
さ
そ
っ
て
、
お
参
り
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
、
素

直
な
、
良
い
子
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！ 

         

■
昼
２
時
か
ら
法
要
（
15
分
程
度
）
。 

夜
７
時
ま
で
、
お
参
り
で
き
ま
す
。 

■
先
着
５
０
名
の
方
に
は
粗
供
養
を
進
呈
。 

※
昼
１
時
か
ら
花
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
実
施
。 

か
わ
い
い
白
ゾ
ウ
の
引
き
手
を
大
募
集
！
小
学
生

対
象
。
昼
１
時
ま
で
に
西
福
寺
門
前
に
集
ま
っ
て
く

だ
さ
い
（
粗
菓
差
し
上
げ
ま
す
）
。 

 

●
花
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

や
わ
ら
か
な
春
の
日
差
し
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
中
、
お
釈
迦
さ
ま
の
ご
誕
生
を
祝
う
「
花
ま
つ
り
」
に
先
立
っ

て
、「
花
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
」
を
行
い
ま
す
。
新
し
い
命
の
誕
生
を
喜
び
、
健
や
か
な
成
長
を
願
う
心
は
親

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
の
共
通
の
思
い
で
す
。 

 

パ
レ
ー
ド
は
、
西
福
寺
門
徒
総
代
・
仏
教
婦
人
会
役
員
の
皆
さ
ん
が
先
導
し
、
子
供
た
ち
が
白
ゾ
ウ
を

引
き
ま
す
。
る
ん
び
に
太
鼓
が
笛
・
鉦
・
太
鼓
に
よ
る
楽
を
奏
で
、
初
参
式
受
式
者
と
そ
の
親
族
、
住
職

と
続
き
ま
す
。 

コ
ー
ス
は
、
西
福
寺
か
ら
東
太
田
児
童
遊
園
（
通
称
ふ
ね
公
園
）
を
時
計
回
り
に
周
回
す
る
道
路
で
、

昼
１
時
頃
よ
り
約
15
分
間
の
行
程
で
す
。
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
中
止
い
た
し
ま
す
。
パ
レ
ー
ド
実
施
中
、

コ
ー
ス
周
辺
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
お
か
け
い
た
し
ま
す
。
何
卒
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
賜
わ
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

西
福
寺
住
職 

 

西福寺は創建 400 年。 
元和６年(1620)▶令和２年(2020) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       

第
二
百
八
十
四
回 

  

日
時 

四
月
十
二
日
（
日
）
昼
二
時
～
四
時 

講
師 

た
か
つ
き
保
養
キ
ャ
ン
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表 

高

谷

信

善

師 
                     

                                         

四
月
の
ご
案
内 

「
仏
法
に
は
明
日
と
い
ふ
こ
と
は
あ
る
ま
じ
き
」
と
蓮
如
上
人
は
、

仰
せ
で
す
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

令
和
二
年
四
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

人

生

講

座 

◆
神
力
自
在
な
る
こ
と
は 

 
 

 

測
量
す
べ
き
こ
と
ぞ
な
き 

 
 

 

不
思
議
の
徳
を
あ
つ
め
た
り 

 
 

 

無
上
尊
を
帰
命
せ
よ 

 
 

 
 

 

『
浄
土
和
讃
』
（
註
釈
版
５
６
０
頁
）  

２
０
１
８
年
11
月
、
ア
メ
リ
カ
の
無
人
宇
宙
探
査
船
ボ
イ
ジ
ャ

ー
２
号
が
、
太
陽
圏
を
離
脱
し
ま
し
た
。
１
９
７
７
年
に
同
国
フ

ロ
リ
ダ
州
、
ケ
ー
プ
カ
ナ
ベ
ラ
ル
空
軍
基
地
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ

た
こ
の
探
査
船
は
、
太
陽
系
内
の
４
つ
の
惑
星
（
木
星
、
土
星
、

天
王
星
、
海
王
星
）
を
探
査
し
、
新
た
な
発
見
や
情
報
を
地
球
に

も
た
ら
し
ま
す
。
多
く
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
成
功
さ
せ
、
最
後
に
残

さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
地
球
外
知
的
生
命
体
の
探
査
。
地
球
か

ら
１
８
０
億
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
か
な
た
、
新
た
な
恒
星
系
を
目
指

し
て
漆
黒
の
宇
宙
空
間
を
進
む
ボ
イ
ジ
ャ
ー
２
号
に
、
未
知
の
生

命
体
と
接
触
す
る
日
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ

ん
。 そ

の
一
方
で
、
地
球
ほ
ど
生
命
の
生
存
に
適
し
た
星
は
、
い
ま

だ
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
太
陽
と
ち
ょ
う
ど
良
い
距
離
に
あ
り
、

大
気
を
と
ど
め
て
お
く
だ
け
の
重
力
が
あ
り
、
地
表
に
は
、
大
量

の
液
体
の
水
を
た
た
え
て
い
る
。
全
宇
宙
を
見
わ
た
し
て
も
、
私

た
ち
の
地
球
は
、
１
０
０
０
万
種
以
上
も
の
生
命
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
奇
跡
の
星
と
言
え
ま
す
。
私
た
ち
が
日
々
、
希
望
や
目
標
を
も
っ

て
生
き
、
時
に
実
現
し
歓
喜
す
る
こ
と
も
、
時
に
失
敗
し
落
胆
す

る
こ
と
も
、
す
べ
て
地
球
と
い
う
恵
み
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。 

 

浄
土
の
菩
薩
が
た
が
、
は
か
り
が
た
き
神
力
を
自
在
に
発
揮
し
、

自
利
利
他
の
徳
を
あ
つ
め
ら
れ
る
の
は
、
ひ
と
え
に
阿
弥
陀
如
来

の
お
か
げ
で
あ
る
と
、
こ
こ
で
は
讃
嘆
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▼
浄
土
の
菩
薩
の
自
在
で
す
ぐ
れ
た
は
た
ら
き
は
、
と
て
も
は
か

り
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
身
に
は
、
思
い
は
か
る
こ
と
の

で
き
な
い
功
徳
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
上
な
く
尊
い
は
た
ら

き
を
そ
な
え
た
無
上
尊
に
帰
命
す
る
が
よ
い
。 

浄
土
和
讃
に
聞
く 

⑲ 

早い！きれい！エコ！ 寺報メール便のお申し込みはこちらまで saifukuji@runbini.com 

毎
月

28
日
、
昼
２
時
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
！

ぶ
っ
ぷ
カ
フ
ェ
。 

 



● 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
つ
い
て 

＊ 
 

 
 

＊ 
 

 
 

＊ 

当
院
で
は
、
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
ご
参
拝
い
た
だ
け
る
よ
う
、
３
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
を
強
化
し
て
お
り
ま
す
。 

・
換
気
の
実
施
、
人
や
座
席
の
間
隔
を
十
分
に
空
け
る
、
手
で
触
れ
る
共
有
部
分
の
消
毒
。  

・
本
堂
向
拝
（
玄
関
）
に
参
拝
者
用
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
設
置
。  

・
毎
朝
、
寺
族
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
（
発
熱
、
嘔
吐
、
そ
の
他
体
調
不
良
）。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
ま
で
に
は
、
な
お
時
間
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
心
身
の
健
康
を

保
ち
、
デ
マ
や
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
冷
静
な
判
断
の
も
と
、
粘
り
強
く
全
人
類
共
通
の

脅
威
に
対
し
て
、
協
調
し
て
、
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

◎
う
つ
ら
な
い
た
め
に
、
う
つ
さ
な
い
た
め
に 

▼
ま
ず
は
手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト  

風
邪
や
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
同
様
に
お
一
人

お
一
人
の
手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
実
施
が
と
て
も
重
要

で
す
。 

▼
「
３
密
」
を
避
け
て
く
だ
さ
い  

１.

密
閉
空
間
、 

２.

密
集
場
所
、 

３.

密
接
場
面 

と
い
う
３
つ
の
条
件
が
同
時
に
重
な
る
場
で
は
、
感
染
を

拡
大
さ
せ
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

▼
体
調
が
悪
い
と
き
は  

風
邪
症
状
が
あ
れ
ば
、
外
出
を
控
え
て
い
た
だ
き
、
や
む

を
得
ず
外
出
さ
れ
る
場
合
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
だ

く
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
日
々
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に  

▼
運
動
を
し
よ
う  

「
動
か
な
い
」（
生
活
が
不
活
発
な
）
状
態
が
続
く
こ
と
に

よ
り
、
心
身
の
機
能
が
低
下
し
て
「
動
け
な
く
な
る
」
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
転
倒
な
ど
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
の

運
動
が
大
切
で
す
。  

▼
食
生
活
・
口
腔
ケ
ア
を
し
っ
か
り
と  

低
栄
養
を
予
防
し
、
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
、

し
っ
か
り
栄
養
を
と
る
こ
と
や
お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。  

▼
人
と
の
交
流
を  

 
 

孤
独
を
防
ぎ
、
心
身
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
、
人
と
の
交

流
や
助
け
合
い
が
大
切
で
す
。  

 

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
抜
粋 

西福寺ホームページはこちら▶ 
https://runbini.com/saifukuji/ 

 
 

 
 

 
 

 
 

         

日
時 

五
月
十
六
日
（
土
）
昼
二
時 

十
七
日
（
日
）
朝
十
時 

講
師 

本
願
寺
派
輔
教
・
行
信
教
校
講
師 

山

本

攝

叡

師
 

 
                  

                                          

五
月
の
ご
案
内 

永
代
経
に
向
け
て
（
お
願
い
） 

   

毎
回
、
世
話
役
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
し

て
下
さ
い
ま
す
が
、
ど
な
た
で
も
お
手
伝
い
い
た

だ
け
ま
す
。
お
手
す
き
の
門
信
徒
の
皆
さ
ま
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

■
５
月
15
日
（
金
）
午
後
７
時
～
於
西
福
寺
本
堂 

お
か
ざ
り
（
供
物
を
そ
な
え
つ
け
ま
す
） 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
つ
い
に
緊
急
事
態

宣
言
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
１
日
も
早
い
収
束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

令
和
二
年
五
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
永
代
経
は
、「
亡
き
人
を
ご
縁
と
し
て
、
ご
先
祖
か
ら
伝
え
て
頂
い
た

尊
い
仏
法
を
、
永
代
に
わ
た
り
」
伝
え
て
い
く
た
め
「
仏
法
聴
聞
の
殿

堂
と
し
て
の
お
寺
を
護
持
し
て
（
菅
純
和
師
著
「
仏
事
の
小
箱
」
よ
り
）」

い
こ
う
と
願
わ
れ
る
方
々
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
法
要
で
す
。 

■
緊
急
事
態
宣
言
が
、
５
月
６
日
（
水
曜
日
・
振
替
休
日
）
に
解
除
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
、
今
年
度
永
代
経
は
中
止
と
い
た
し
ま
す
。 

永

代

経

法

要

厳

修 
 

早い！きれい！エコ！ 寺報メール便のお申し込みはこちらまで saifukuji@osaka.zaq.jp ※アドレス変わりました。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
つ
い
て 

 
 

毎
月

28
日
、
昼
２
時
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
！

ぶ
っ
ぷ
カ
フ
ェ
。  

 



西
福
寺
仏
教
婦
人
会
総
会 

   

西
福
寺
仏
教
婦
人
会
は
、
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に

導
か
れ
て
、
す
べ
て
の
人
び
と
の
幸
せ
を
願
わ
れ
る 

阿
弥
陀
如
来
の
お
心
を
い
た
だ
き
、
自
他
と
も
に 

心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
、

と
も
に
歩
み
を
進
め
る
女
性
の
た
め
の
会
で
す
。 

＊ 
 

 
 

＊ 
 

 
 

＊ 

今
年
度
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
開
催
を
中
止
し
、
書
面
評
決
と
い

た
し
ま
す
。 

審
議
事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
員
会
で
審
議
の

上
、
後
日
「
総
会
資
料
」
と
「
書
面
評
決
書
」
を
各

会
員
様
宛
に
送
付
い
た
し
ま
す
。 

「
総
会
資
料
」
を
ご
清
覧
い
た
だ
き
、
「
書
面
評

決
書
」
に
ご
署
名
、
各
議
案
へ
の
賛
否
を
ご
記
入
い

た
だ
き
、
期
日
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

議
案
の
可
決
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
提
出
い
た
だ

い
た
「
書
面
表
決
書
」
の
う
ち
、
賛
成
が
過
半
数
を

超
え
た
場
合
に
可
決
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

       

第
二
百
八
十
五
回 

  

日
時 

六
月
十
四
日
（
日
）
昼
二
時
～
四
時 

講
師 

仏
教
ラ
イ
タ
ー
・
池
田
市
仏
教
会
会
長 

末

本

弘

然

師 

 

                   

                                         

六
月
の
ご
案
内 

世
界
が
一
変
し
て
混
沌
と
し
て
い
る
今
こ
そ
，
摂
取
し
て
捨
て
ず
と

願
わ
れ
た
阿
弥
陀
仏
の
声
に
耳
を
傾
け
た
い
も
の
で
す
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

令
和
二
年
六
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
末
本
（
す
え
も
と
）
先
生
、
六
十
八
歳
。
池
田
市
、
正
福
寺
住
職
。 

生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
対
す
る
温
か
い
眼
差
し
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ

る
言
葉
の
数
々
に
多
く
の
愛
読
者
が
お
ら
れ
ま
す
。
著
書
に
『
仏
事
の

イ
ロ
ハ
』（
本
願
寺
出
版
社
）『
イ
ン
ド
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ―

仏
さ
ま
に

出
会
う
旅
』
（
東
方
出
版
）
等
。 

■
緊
急
事
態
宣
言
が
継
続
中
の
場
合
、
中
止
と
い
た
し
ま
す
。 

 人

生

講

座 

◆
安
楽
声
聞
・
菩
薩
衆 

 
 

 

人
・
天
智
慧
ほ
が
ら
か
に 

 
 

 

身
相
荘
厳
み
な
お
な
じ 

 
 

 

他
方
に
順
じ
て
名
を
つ
ら
ぬ 

 
 

 
 

 

『
浄
土
和
讃
』
（
註
釈
版
５
６
０
頁
）  

 

家
庭
に
お
い
て
は
「
お
父
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
ご
門
徒
の
方
か

ら
は
「
住
職
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
、「
坊
（
ぼ
ん
）
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
活
動
す
る
場
所
に
よ
っ
て
は
「
先
生
」

と
呼
ば
れ
た
り
、「
支
部
長
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
り
も
し
ま
す
。
仮

に
罪
を
犯
せ
ば
、「
容
疑
者
」
と
も
「
受
刑
者
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
病
に
か
か
れ
ば
、「
患
者
」
と
呼
ば
れ
、

近
い
将
来
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
日
が
来
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
私
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
相
手
の
感
情
次
第

で
は
も
っ
と
多
様
で
ユ
ニ
ー
ク
な
呼
ば
れ
方
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
わ
が
身
を
置
く
場
所
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
方
が
違
っ
て

も
、
い
ず
れ
も
紛
う
こ
と
な
き
私
自
身
で
す
。
尽
き
る
こ
と
の
な

い
欲
望
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
り
、
些
細
な
こ
と
に
腹
を
立
て
、

思
い
通
り
に
な
ら
ぬ
と
不
満
を
感
じ
て
い
る
私
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
見
る
に
堪
え
な
い
本
当
の
姿
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
望
ま

し
い
と
思
う
呼
び
名
に
よ
っ
て
自
分
自
身
を
規
定
し
、
呼
び
名
に

ふ
さ
わ
し
い
行
動
を
心
が
け
よ
う
と
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で

す
。
し
か
し
、
取
り
繕
っ
て
い
た
も
の
は
、
ふ
と
し
た
き
っ
か
け

で
、
い
と
も
簡
単
に
は
が
れ
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
住
人
た
ち
は
、
そ
れ
ま
で
の
行
状
に
か
か

わ
ら
ず
、
誰
も
が
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
真
実
の
智
慧

が
恵
ま
れ
、
阿
弥
陀
仏
と
同
じ
功
徳
を
備
え
、
姿
か
た
ち
ま
で
も

同
じ
だ
と
い
う
の
で
す
。
彼
ら
の
呼
び
名
は
、
た
っ
た
一
つ
「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
で
す
。 

▼
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
声
聞
や
菩
薩
が
た
、
人
間
や
天
人
は
明
ら

か
な
智
慧
を
身
に
そ
な
え
、
姿
か
た
ち
や
そ
の
功
徳
も
み
な
同
じ

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
他
の
世
界
で
の
呼
び
方
に
し
た
が
っ
て
名

乗
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。 

浄
土
和
讃
に
聞
く 

⑳ 

早い！きれい！エコ！ 寺報メール便のお申し込みはこちらまで saifukuji@osaka.zaq.jp ※アドレス変わりました。 

毎
月

28
日
、
昼
２
時
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
！

ぶ
っ
ぷ
カ
フ
ェ
。 

 

●
有
縁
の
皆
さ
ま
へ 

（
２
０
２
０
年
４
月
27
日
更
新
、
抜
粋
） 

＊ 
 

 
 

＊ 
 

 
 

＊ 

み
教
え
を
聞
か
せ
て
頂
く
こ
と
が
一
番
大
切
な
浄
土
真
宗
で
す
が
、
現
在
は
、
常
例
布
教
を
は
じ
め
と

す
る
伝
道
活
動
を
中
止
す
る
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。  

そ
ん
な
中
、
少
し
で
も
ご
縁
に
触
れ
て
頂
き
た
い
と
考
え
、
こ
の
た
び
「
お
西
の
お
坊
さ
ん
の
お
話
」

や
両
堂
あ
る
い
は
境
内
各
所
を
ご
案
内
す
る
「
お
西
さ
ん
を
知
ろ
う
！
」
を
動
画
で
配
信
す
る
こ
と
と
致

し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
通
じ
て
、
様
々
な
発
信
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

事
態

収
拾
の
折
に
は
、
ぜ
ひ
、
本
願
寺
に
ご
参
拝
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
待
ち
申
し
て
お
り
ま
す
。  

本
願
寺
執
行
長 

武
田
昭
英 

西福寺は創建 400 年。 
元和６年(1620)▶令和２年(2020) 
 


